
 
 

 

 

 

 

 

 

 

保谷小学校をささえてくださる数多くの皆

様、お陰様で１年の終わりの弥生月を迎えます。

年度当初、多くの子供たちを保谷小学校に迎え

ました。誰もが日々安全に安心した学校生活を

送ることが出来ますように、教職員一丸となり

努力いたしました。 

  これまでの皆様のご厚情を力とし、２８年度

へ向けて、有終の美を飾るために努力いたしま

す。３月２４日修了式には、１年生９６名、２

年生７７名、３年生９３名、４年生７５名、５

年生７３名、６年生８２名、計４９６名に修了

証を渡します。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

翌日、２５日には、６年生８２名一人一人に

小学校の教育課程を修了した証である卒業証

書を手渡します。 

さて、今年度の教育活動について、保護者の

方をはじめ関係各位に数々の評価をいただき

ました。教務部で精査し皆様の貴重なご意見を

参考にしながら、２８年度の教育活動の計画を

立てております。 

また、校長の学校経営計画の具体的な方針は

以下の通りです。保谷小学校が伝統校として基

幹校であり続けるために努力いたします。ご期

待ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

有終の美を飾る 

                 ご厚情に感謝します 
                  

 

 

 

 

 

NO.４１２・３月号  西東京市立保谷小学校     平成２８年２月２９日 

保谷小ホームページ http://www.nishitokyo.ed.jp/e-houya/ 

 

保谷小ホームページ http://www.nishitokyo.ed.jp/e-houya/ 

 校長 高野 富 
                 

校長 高野 富 

   

 

 

 

 

 

 

平成２８年度保谷小学校経営計画（案：抜粋）具体的方策 



学力向上プロジェクト                          

目には見えないけれど、大切なもの 

先日の２月１３日土曜日に「伝統・文化教育推進校」の取組として、狂言師の和泉元彌（いずみもと

や）先生をお招きして、狂言教室を行いました。日本を代表する狂言師に直接ご指導いただけるという

ことで、皆わくわくして演目「柿山伏」「附子」を鑑賞しました。また、お稽古体験として、正しい座

り方と狂言の言葉の出し方を学びました。普段慣れていない言葉遣いではありましたが、子供達は、内

容や面白さを感じ取っていました。 

お話の中で、和泉先生が「狂言が６００年も続いてきたのは、目には見えないけれど大切なもの、「心」

を伝えてきたからです。そして目には見えない大切なものを受け取るには 「素直な気持ち」がとても

大切です。」とおっしゃっていました。 

私が大好きな本の中に、「星の王子さま」（サンデグジュペリ作）があります。その中にも、「心で見

なくちゃ、ものごとは、よく見えないってことさ。かんじんなことは、目に見えないんだよ。」という

一節があります。 

目に見えないからこそ、相手の思いを感じよう、理解しようと努めたり、

言葉を使って互いに伝えようと表現したりするのだと思います。 

保谷小学校の教育活動でも、良き伝統を守りつつ、新しいことにも挑戦

しています。笑顔あふれる、全力で取り組む子供たちの姿は、保谷小の素

晴らしい伝統です。校内研究では、「授業の中で考える時間」を多くとり、

皆で考えを「伝え合い」、「振り返り」授業を作ってきました。手応えのあ

った点や成果も課題もあります。 

「考えることが楽しい」授業を目指して、大切なものを大事にして、来

年度も更に研鑽を積んでいきます。 

                  

生活指導プロジェクト                              

１年間の保谷小の子供たちの学校生活を振り返ってみましょう。 

 各月の生活目標を中心とした日々の取組は概ね良好と捉えています。中休みや昼休みの時間では、子

供たちは、元気によく外で遊んでいます。それも、大きな集団になりみんなで遊んでいる様子が大変好

ましいです。さらには、異学年と一緒の活動も見られます。お互いに助け合っている姿もあり、嬉しく

思います。今年度は、体力向上への取組に絡めて、業間体育を設定し、大縄跳びやジョギングを休み時

間前半部分を使って全員が外で体を動かすことをめあてに取組んでいます。また、休み時間が終わって

速やかに教室に戻り、次の学習準備ができるのは学校生活の基本ですが、それができている本校児童を

これからも大事にしたいと思います。 

 今年度も、重点をおいている挨拶についてですが、良くできている子はとても良い状態ですが、全体

的に見ればまだまだ努力が必要かと思われます。子供から元気よく挨拶ができるのが望ましいですが、

まずは大人からやって手本を示していっている段階です。地域の方々から「挨拶が良くなってきました

ね。」という声を頂くようになってきたことも事実です。保護者や地域の方々に改めて感謝申し上げま

す。これからも、大きな目標は、あいさつ溢れる保谷小学校区です。 

安全を考えれば、先月、東京都内で通学時での交通事故に関する報告がありました。西東京市として

も、子供の生命が脅かされる事態はあってはならないと、低学年、中学年、高学年と発達段階に応じて、

横断歩道や信号での行動及び、自転車の安全な乗り方等を引き続き指導を行っていきますので、ご家庭

でもご協力の程、よろしくお願いいたします。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※予告なしの避難訓練があります。 

体力向上プロジェクト                               

今年度 5 月に実施した体力テスト（8 種目）のデータの集計が届きました。もちろん個人差もありま

すし、学年、性別によって数値が高い種目、低い種目は様々ですが、大きな傾向は見取ることができま

す。 

 握力、上体起こし、長座体前屈、反復横とび、２０ｍシャトルラン、５０ｍ走、立ち幅とび、ソフト

ボール投げという８種目の中で、数値が高い傾向にある種目は、握力、上体起こし、５０ｍ走です。特

に５０ｍ走に関しては、男子児童は全学年で全国平均を超える数値が出ました。 逆に、低い傾向にあ

った種目が反復横とび、２０ｍシャトルラン、ソフトボール投げです。中でも反復横とびと２０ｍシャ

トルランは、女子の全学年において全国平均を下回る数値となってしまいました。 

 ソフトボール投げに関しましては、子供たちの日常生活の中で小さなボールを投げる機会が減少して

いることが大きな原因として考えられます。今年度は１１月にやり投げ日本選手権１２連覇を記録して

いる村上幸史選手にご来校いただき、本物のやりを使っての実演や、学年ごとの直接指導もしていただ

きました。軸足でケンケンしてから投げる、腕を大きく使うなどの具体的なポイントも教えてくださっ

たので、来年度に向けて子供たちの投げる力が向上していくよう、引き続き指導をしていきます。 

 また、３学期の業間体育の時間にジョギングを取り入れたり、体育の授業で縄跳びを取り組んだりと、

持久力の向上にも取り組んでいる真っ最中です。 

 健康で、ウイルスや菌に負けない体を作るためにも、運動することに対して前向きに取り組み、各々

の記録向上が喜びへとつながるよう指導していきます。 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

日 曜 日 曜

31 木

15 火 5時間授業　（個別学習なし） 30 水

14 月 全校朝会　体力向上運動（4，5，6) 29 火

13 日 28 月

12 土 27 日

11 金 26 土 春季休業日(始)　※4月5日（火）まで

10 木 25 金 卒業式

9 水 地区子供会 24 木 修了式　卒業式予行

8 火 23 水 ４時間授業

7 月 全校朝会　委員会活動 22 火 給食(終)

6 日 21 月 振替休日

5 土 20 日 春分の日

4 金 保護者会(3,4) 19 土

3 木 保護者会(1,2,5,6) 18 金

2 水 えがお修了式 17 木

３月　行事予定表
３月の生活目標

教室をきれいにしましょう
学校行事 学校行事

1 火 安全指導　卒業を祝う会(6) 色彩検査(1)（個別学習なし） 16 水


